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第 3 章では変形の途中で急冷した AI-Cu共品合金について室温内部摩擦を測定し，変形による内部
摩擦の増分は導入された転位密度と比例することを示している。更に，変形応力の歪速度依存性指数
は内部摩擦と負の相関をもつことを明らかにしている。
第 4 章では Ti-6%Al-4% V合金を用いて，超塑性変形中に変形応力の歪速度依存性指数が変化す
るのは α 相の結晶粒径の変化によることを明らかにしている。
第 5 章では，組粒の単相組織をもっ Ti-8%Mn合金について変形応力の歪速度依存性指数が大きく
て伸びが大きくない理由を明らかにしている。

























すべりにおける mの値は大きく，広範な条件下でほぼ 1 であることを見出している。
以上のように本論文は超塑性変形を金属組織学的に研究して多くの新しい知見を得ており，金属材
料学の発展ならびに工業上貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認Jめる。
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